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社会認識形成と世界像形成の統合による
小学校社会科授業開発
― 第４学年 単元「ゴミ処理から考えるこれからの社会」の場合 ―
Development of Elementary School Social Studies Lessons Based 
on Integration of Social Recognition Formation
with World’s Image Formation :
A Case Study of "Considering Future Society from the Viewpoint 
of Garbage Disposal" of the Fourth Grade
佐　藤　克　士
SATO Katsushi
1．問題の所在
　これまで小学校社会科における授業開発研究は，学習指導要領に基づく社会科学習への批判と
して展開されてきた．それらの研究は，一つは共感的理解の原理に基づき常識的な見方・考え方
に留まる社会科学習への批判として，もう一つはカリキュラムの編成原理である同心円的拡大主
義 (1) に基づく社会科学習の批判として展開されてきた．前者に関する代表的な先行研究として，
岡﨑 (2) ，福田 (3)，中本 (4) らのものが挙げられる．岡﨑は，広島菜を事例に食料に関わる生産・加工・
消費を経済的視点からトータルに把握させることをめざすフードシステム論に基づく地域学習の
授業モデルを提示している．一方，福田は，野菜工場を事例に「規模拡大による利益追求」と「ブ
ランド化による利益追求」の二つの理論的知識の発見・応用・検証という過程を繰り返すことに
よって，「日本の農業」の特質を理解させる産業学習の授業モデルを提案している．また中本は，
福田の研究を基盤にしながら「日本の水産業」について「産業従事者の減少と高齢化」，「国際的
な取り決めによる影響」，「輸入量の増加」，「食生活の変化」，「輸送手段の高度化」，「商品のブラ
ンド化」等のキー概念で構成される構造的知識の獲得をめざす産業学習の授業モデルを提案して
いる．これらの研究の特質は，学習内容の科学化や構造化を図り，科学的探求の論理に基づき，
科学的知識（転移性の高い理論的・概念的知識）の獲得をめざす点にある．しかし，認識対象が
ローカル・ナショナルに留まっており，今日のグローバル化した社会のしくみやその特質を理解
させる構成とはなっていない点に課題が見出される．一方，後者に関する代表的な先行研究とし
て，安藤 (5)，岩本 (6)，吉田 (7) らのものが挙げられる．安藤は，小学校第４学年社会科の単元「寒
い土地のくらし」の発展学習として「エスキモーのくらし」を取り上げた実践を行っている．ま
*
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た岩本は，小学校第４学年社会科において水と人間とのかかわりに焦点をあてた「砂漠に住む
人々」という実践を行っている．さらに吉田は，小学校第 3 学年社会科の単元「山にかこまれた
村のくらし」の発展学習として「ヒマラヤ山脈の村のくらし」を取り上げ，実践の結果，子供の
認識として生活様式に関する具体的なイメージを伴った基礎世界像が形成されたことを報告して
いる．これらの研究に共通することは，学習指導要領の枠に囚われず，実験的に世界地誌学習を
構想・実践していることである．すなわち，あるテーマや社会的事象について国内と世界の二つ
の視点からアプローチすることを通して，子供に豊かな世界像形成を企図しているのである．し
かし，学習の結果として形成される認識内容は，事実理解に留まっており，事実の背後にある要
因や理由について理解させる内容となっていない点が課題として指摘できる．
　以上，これまでの小学校社会科における授業開発研究は，社会認識形成または世界像形成いず
れか片方に重点を置いた研究となっており，両者の論理を統合させた授業は提案されていない．
とりわけ，地理学習については，両者の論理を統合させた構成とすることで，今日のグローバル
化した社会に対応した望ましい認識内容を保証することができる．本研究では，このような問題
意識のもと，社会認識形成と世界像形成の統合をめざす小学校社会科の授業モデルを開発するこ
とを目的とする．
2．分析対象としてのイングランド初等地理テキストブックと内容構成
　本研究では，イングランドにおける初等地理テキストブックを分析することを通して，社会認
識形成と世界像形成の統合による授業のあり方について検討する．分析対象としてイングランド
地理テキストブックを取り上げる理由は，第一に，イングランドのそれが社会諸科学の研究成果
を反映し，社会認識形成に有効性の高い内容構造を有している典型例として高く評価されている
からである (8)．第二に，イングランドのそれが，わが国のカリキュラム編成原理とは異なる多核
的同心円拡大法という原理で学習が構成されているからである (9)．多核的同心円拡大法に基づく
カリキュラムでは，小学校低学年段階（KS1 段階）から自分が居住する場所周辺の地域社会（身
近な地域社会）のみならず，遠方であるが比較的容易なスケール（ロカリティ規模）の地域社会
をも学習する構成となっている (10)．志村 (11) は，このような原理に基づいてカリキュラムを編成
すれば，初等教育の早い段階から狭い空間的範囲にせよ，居住している場所だけでなく，世界各
地を学習し，世界像を構築することになると指摘している．このような考え方は，身近な地域を
中心とする中心部と世界に関する外縁部を整合的に位置づけることによって一つのまとまりある
豊かな世界像が形成されると主張した吉田 (12) や，認識の一つの極をなす日本と共に，もう一つ
の極とのバイカルチャラルな世界像の形成が科学的世界観に基づく現代の学校教育における地理
教育の目的であると指摘した斎藤 (13) の主張に沿うものである．また，小学校４年生後半～６年
生の時期に知識の伸長，思考力の発達，空間的視野の拡大など，地理意識が急速に拡大，伸長す
る「地理意識の爆発期」であると主張した山口 (14) の「地理意識発達の実証的研究」の成果とも
符合する．
　以上，このようなイングランド地理教育の特質を踏まえた上で，本研究では，社会認識形成の
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視点から学習の結果として獲得する知識の質を，世界像形成の視点から取り上げられている事例
地と空間的スケール (15) の特質を分析していく．前者に関しては，設定されている学習課題（ア
クティビティ）を分析対象とし，岩田の知識論 (16) をもとに記述，説明，判断に分類する．
　ここでは，具体的にイングランド初等地理テキストブックGeography Success Book3 (17) に収
録されている単元「Water」を分析対象とし，本単元における社会認識形成と世界像形成の特質
を検討する．単元「Water」を分析する理由は，わが国でも展開されている第４学年単元と比較・
検討することが可能であり，わが国のそれとは異なる多核的同心円拡大法の論理に基づき，その
特質が顕著に見られるからである．すなわち，単元「Water」の内容構成を解明することができ
れば，社会認識形成と世界像形成の統合に向けた授業開発の視点について，具体的な示唆を得る
ことが期待される．
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第 1 表 単元「Water」の内容構成
 
 
 
 
 
 
小単 
元名 
設定されている学習課題（アクティビティ） 
【記述○，説明◎，判断●】 
事例地 
（スケール） 
私
た
ち
は
水
が
必
要
で
あ
る 
○一週間，あなたが使用する水の全ての使い方について日記をつけなさい．例えば，
手を洗ったり，トイレの水を流したり，植物に水を与えたりすることを含みます．
その結果を記録用紙（表）に記録しなさい． 
○学級の友達とあなたの結果を話合いなさい．あなたが使用する水をどれぐらい少な
くすることができるでしょうか． 
○あなたは遠い惑星に向かって行くことを想像しなさい．その惑星には水はないので，
あなたは水の供給物を持って行かなければならなくなるでしょう．あなたが水を必
要とするものについて文章か絵で書（描）きなさい． 
○水はどのように，あなたの地域で人々が楽しむために使われていますか．水が娯楽活
動のために使われている場所の一覧を作りなさい．また，それぞれの場所を示すため
に絵を描きなさい． 
 
あ
ら
ゆ
る
場
所
の
水 
○英国とフランスとポルトガルの西海岸沖の海洋の名称は何ですか． 
○英国とアイルランドの間の海の名称は何ですか． 
○日本と北朝鮮の間の海の名称は何ですか． 
○アフリカの東側の海洋の名称は何ですか． 
○名称に色をもつ 3 つの海を見つけなさい． 
○もし，船がオーストラリアのシドニーから最短距離で英国のロンドンに航行するな
ら，どの海洋や海を横断しますか． 
○あなたの学校と運動場の設計図の略図を作りなさい．学校の周りを歩き，あなたの
設計図に蛇口，水道，溝，縦
たて
樋
どい
を含む水が動く全ての場所に印を付けなさい． 
○地図帳を使って，雨量の多い 5 ヵ国と雨量の少ない 5 ヵ国を見つけなさい．そして，
あなたの結果を学級の友達と比較しなさい． 
英国・フランス・ポ
ルトガル・アイルラ
ンド・日本・北朝
鮮・アフリカ・オー
ストラリア・学校 
（国外／ナショナ
ル，グローバル） 
水
の
供
給 
○10 ㍑の水が入るバケツであれば，平均的な 4 人家族では 1 日にどれぐらいバケツの
水を使用することになりますか．また，1 年間ではどれぐらいバケツの水を使用す
ることになりますか． 
○あなたの家にはどれぐらい蛇口がありますか．温水と冷水は別々に数えなさい． 
○もし，あなたの家でお湯がなかったら，あなたはどのように凌ぎますか． 
○もし，あなたの家や街路に蛇口がなかったら，あなたが直面する問題とは何です
か． 
○汚水と下水道の違いとは何ですか．それが何を意味するのか，それぞれの意味を 1
～2 文で書きなさい． 
○汚れた水が下水処理場でどのようにきれいにされるのかを発見することを手助けす
るために，参考図書やインターネットを使いなさい．また，フローチャートを描き
なさい． 
○海の下水は，どれぐらい有害なのですか． 
○汚れた水を作るために，プラスティックの水差しに少量の土と水を混ぜなさい．そ
して，汚れた水をきれいにするための濾過材として最高の材料とは何かを見つける
実験しなさい． 
貯水池（ダム）・自
宅・工場 
（国内／ローカル，
リージョナル） 
砂 
漠 
○夏のサハラ砂漠の日陰で，58℃の気温が記録された．暖かい日の日なたと日陰の気
温の違いを測り，その結果を記録しなさい． 
○もし，あなたが旅行でサハラ砂漠に行くとしたら，あなたが一緒に持って行くであ
ろうものを列挙しなさい． 
○あなたが砂漠で遭遇するであろう問題とはどのようなものですか．あなたはそれら
をどのように対処しますか． 
○砂漠にいる植物と動物の生活についての本を作って説明したり，学級に展示したり
しなさい．その際，参考図書やインターネットを使いなさい． 
サハラ砂漠 
（国外／リージョナ
ル） 
砂
漠
の
人
々 
◎遊牧民は決まった場所に家を建てない．その理由はなぜだと思いますか． 
○砂漠にいる人々は，どのような服を着ていますか． 
○その服はどのような色ですか． 
○その服はどのような素材から作られていますか． 
○人々が着ている服の種類の違いを絵に描きなさい． 
モンゴル・サハラ砂
漠・モンゴル・シリ
ア砂漠 
（国外／ローカル，
リージョナル） 
- 51 -
社会認識形成と世界像形成の統合による小学校社会科授業開発（佐藤）
○砂漠地域で暮らす人々の種類について発見するために参考図書やインターネットを
使いなさい．作られている家は，どのようなものですか． 
◎なぜ，砂漠地域にある多くの家が白く塗られているのですか．  
◎なぜ，彼らの家は，厚い壁と小さな窓で作られているのですか． 
○様々な種類の砂漠の家の写真を集め，それらの写真を学級に展示しなさい． 
熱
帯
雨
林 
◎友達と一緒に作業しなさい．なぜ，熱帯雨林に住む人々が少ない理由について話し
合い，そして，あなたが下した結論を書きなさい． 
○あなたの地元と熱帯雨林を比較するための図を作りなさい．天気，植物，動物，風
景，人々等の見出しを使いなさい． 
○アフリカや南アメリカのような熱帯雨林の場所を見つけ，それぞれの大陸を調査し
なさい．そこでは，どのような気候の違いが見つかりますか． 
◎気候は，人々が着る服の種類や家の建て方にどのような影響を与えているのです
か．また，育てる作物と家畜はどのように異なるのですか． 
アフリカ・南アメリ
カ（ブラジル） 
（国外／ローカル，
ナショナル） 
干
ば
つ 
○ニュースに出ている干ばつと飢饉の場所を大きな世界地図に印を付けなさい． 
●あなたが生活している場所で，干ばつが起こった場合を想像しなさい．あなたはど
れぐらいたくさん節水の方法を考えることができますか．あなたが考えたそれらの
方法を重要な順に書きなさい． 
○一部の新聞は，大きな町と都市の 1 日の雨量を示している．大きな町と都市の 1 週
間の雨量を集め，表に記録しなさい． 
○最も湿度の高い町または都市を上段，最も乾燥した都市または町を下段にして一覧
表を作りなさい． 
○地図帳を使って，これらの町と都市に地図に印を付けなさい．あなたは何か気付き
ましたか． 
ケニア・スーダン，
インド（オリッサ地
方） 
（国外／ローカル，
リージョナル） 
安
全
な
水 
○班の友達と作業しなさい．バケツに 5 リットルの水を注ぎなさい．遊び場の周りに
それを交代で撒きなさい．バケツの水の重さがどれぐらいかをあなたの友達の一人
ひとりに尋ねなさい． 
○そうしたら，バケツの水を量り，皆の答えを記録しなさい． 
○バケツの水を 12km 運ばなければならないことを想像しなさい．それについて，あ
なたがどのように思うのか，感じることを記録しなさい． 
○あなたは，通りの反対側の井戸から家族のために全ての水を集めなければならない
ことを想像しなさい．これは，あなたの家の暮らしをどのように変化させますか． 
○参考図書やインターネットをもとにコレラについて調べ，理解しなさい．人々が未だ
にコレラを患っている 2 つの国の名前を見つけなさい． 
インド（コルタ
カ）・スリランカの
村 
（国外／ローカル，
リージョナル） 
水
は
誰
の
も
の
か 
●きれいで安全な水が不足している国の水のために，お金を集める計画を手助けする
ためのポスターを立案しなさい． 
○あなたの家の水道使用料金（請求書）を見なさい．あなたが支払わなければならな
い金額はどれぐらいですか．水会社の請求金額には，どのようなことが含まれてい
ますか． 
○あなたはどれぐらいの無駄な水が蛇口からしたたり落ちているか計算することがで
きる．それが丁度したたり落ちるまで，冷水用蛇口を開けなさい．蛇口の下にバケツ
を置き，1 時間にどれぐらいの水がバケツにしたたり落ちるかを量りなさい．1 日，
1 週間，1 年間では，どれぐらいの水がしたたり落ちますか． 
●友達と一緒に作業しなさい．他の国は，定期的に水不足なる国に対してどのように援
助することができるか話し合いなさい．あなたの考えを書きなさい． 
○一部の世界のより貧しい国々に新しくきれいな水を供給し，改善するために働いて
いるいくつかの慈善団体についてさらに調べなさい．その際，できる限り多くの情報
源を使いなさい． 
ラオスの村・アフリ
カ（ガンビア） 
（国外／ローカル，
リージョナル） 
（(18)をもとに筆者作成） 
- 52 -
武蔵野教育学論集　第 7号
　本単元は，（学習者にとっての）身近な存在である水の存在をめぐり，地域によって水事情が
異なること，また水資源の確保をめぐり様々な問題（「水問題」）を抱えている地域があること等
を理解させることを通して，定期的に水不足に陥る国やより貧しい国々に対して可能な援助を考
えさせる構成となっている．すなわち，水を“窓”にして世界の様々な地域社会の現状を理解さ
せた上で，同じ地球市民としてできる援助や支援を考えさせる構成となっている．
　本単元を社会認識形成の視点から整理すると，学習活動（設定されているアクティビティ）を
通して獲得される知識の質については，位置や場所をはじめ，そのほとんどが「記述」を求める
問いや課題が設定されている．これら問いや課題は，汚水を濾過材できれいする実験をさせたり，
バケツに入った 5kg の水を遊び場まで運ばせる活動をさせたりして，体験的に獲得するよう企
図されている点に特質が見出される．一方，遊牧民の生活様式や行動様式，気候が人々の生活に
与える影響などに関して「説明」をもとめる問いや課題が設定されている．本単元では，これら
獲得した知識を活用して，定期的に水不足に陥る国やより貧しい国々に対して可能な援助につい
て考えさせる構成となっている．すなわち，獲得した知識を活用して世界が抱える社会問題につ
いて思考・判断させることを通して，一地球市民としての資質・態度を育成することが企図され
ている．
　一方，世界像形成に関しては，学習対象である水について，学習者の身近な地域だけでなく，
北アフリカ（サハラ砂漠），ブラジル（アマゾン），スーダン（飢饉救済キャンプ），インド（コ
ルタカ）等，英国以外の特徴的な水事情の国・地域に暮らす人々の生活様式や行動様式ついて同
規模（ローカルまたはリージョナル・スケール）で捉える構成となっている．その際，「人々が
未だにコレラを患っている 2 つの国の名前を見つけなさい」や「ニュースに出ている干ばつと飢
饉の場所を大きな世界地図に印を付けなさい」など，地図帳に書き込んだり，印を付けたりする
学習がセットで設定されている点が注目される．このように地図で位置や場所を確認する学習と
その場所（国や地域の生活様式や行動様式）について参考図書やインターネットなどを使って調
べたり，考えたりするといった学習を通して，学習者は居住地だけでなく，世界各地の国々を位
置や様子をイメージの伴ったものとして認識する構成となっている．このような内容構成は，自
国のしかも身近な地域の水事情だけを理解させることを目的とするわが国の第４学年「水の学習」
とは明らかに異なる点である．社会科学習を通して身につけさせたいものが，空間軸，時間軸，
社会（人間）軸であるとするならば (19)，このように初等段階から世界について扱うことは，望
ましい世界像（空間軸）を形成する上で極めて有効な内容構成であると判断できる．
3．社会認識形成と世界像形成の統合による小学校社会科の授業設計の視点
　ここでは，イングランド地理教育のテキストブック分析を通して得られた知見をもとに授業設
計の視点を措定する．
　社会認識形成の視点に関しては，作業的・体験的な活動を通して，事実を認識させ，その背後
になる要因や理由を「なぜ疑問」によって探究させる学習を展開すれば，科学的知識を獲得する
ことができる．また，獲得した知識を活用して世界が抱える社会問題について思考・判断させる
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活動を組み込めば，一地球市民として求められる資質・能力をも育成することができる．
　世界像形成の視点に関しては，取り上げる学習対象について，学習者の身近な地域と特徴的な
同規模（ローカルまたはリージョナル・スケール）の事例地を複数取り上げ，その場所の位置や
特徴を地図や資料をもとに調べたり，考えさせたりする学習を展開すれば，イメージの伴った認
識（世界像）を形成することができる．
4．授業モデル開発
　上記で整理した授業設計の視点をもとに小学校第４学年単元「ゴミ処理から考えるこれからの
社会」の授業モデルを開発する．
（１）単元目標
【知識・技能】
○身近な地域及びわが国の特徴的な地域のゴミ処理の特質について説明することができる．
○国境を越えるゴミ問題について，問題点とそれが与える影響を説明することができる．
【思考力・判断力・表現力等】
○身近な地域社会のあるべきゴミ処理方法について，他地域の事例を参考にしながら合理的に意
志決定することができる．
○国境を越えるゴミ問題（漂着ゴミ）について，関係する様々な立場からできること・すべきこ
とを提案することができる．
【学びに向かう力，人間性等】
○身近な地域社会や他地域及び世界で問題視されているゴミ処理について関心をもち，予想を立
てたり，資料をもとに検証したりする等，意欲的に追究しようとしている．
（２）単元の概要（全 13 時間）
　本単元は，三つのパートで構成される（第２表）．
　第一次は，身近な地域のゴミ処理方法について認識するパートである．ここでは，普段何気な
く捨てているゴミがどのように処理されているのかを，実際にゴミ出し体験をしたり，その行方
を見学したりすることを通して，ゴミを分別する意味，理由を認識させることをめざす．
　第二次は，他地域のゴミ処理方法について認識したり，それらの認識を踏まえ，身近な地域の
あるべきゴミ処理方法について考えさせたりするパートである．ここでは，江東区（東京 23 区）
とは異なるゴミ処理をしている徳島県上勝町や福岡県福岡市（春日市，太宰府市等を含む）を事
例に，処理方法の特質やその意味（事実の背後にある価値を含む）及び理由を認識するとととも
に，それらを参考に身近な地域のあるべきゴミ処理方法について合理的に意志決定することをめ
ざす．
　第三次は，ゴミの不法回収や海洋投棄，漂着ゴミを事例に，国際的に問題視されている国境を
越えるゴミ問題について認識したり，問題の解決に向け，関係する様々な立場（日本政府，地方
自治体，企業，NPO 団体，私たちなど）からできること・すべきことを考えさせたりするパー
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トである．ここでは，不法回収や海洋投棄，漂着ゴミを事例として取り上げることで，ゴミが国
境を越えて，様々な国々に影響を与えたり，与えられたりしていることを認識させることをめざ
す．また，それらの解決に向けては，国際的なルールや相手国との話し合い，及び関係する様々
な立場の人々と協力しなければならないことを，資料をもとに考えたり，発表（議論）したりす
ることを通して認識させることをめざす．
　このようにゴミを“窓”に，その処理方法や意味及び仕組みについて認識対象を空間的に拡大
させて学習を展開とすれば，身近な地域や国内のみならず，世界の様々な地域社会を認識させる
ことができる．また，ゴミ処理や現代社会が抱えている問題について意志決定させる学習を展開
すれば，認識形成に留まらず一地球市民として求められる資質・能力をも育成することが可能と
なろう．
第２表 単元「ゴミ処理から考えるこれからの社会」の単元構成
次 時 ■主な学習活動
主な教師の指示・発問
【記述○，説明◎，判断●】
事例地
（スケール）
第
一
次 
身
近
な
地
域
の
ゴ
ミ
処
理
1 
■ゴミの処理方法につい
て生活経験をもとに予
想する．
○江東区ではゴミを何種類に分けているのでしょう
か．
○分けたゴミがそれぞれどこに行くのか，予想してみ
よう．
○予想したことが本当に合っているのか，実際に調べ
てみよう．
※実際に，１週間ゴミ出しを体験する．
東京都江東区
（国内／ローカル）
2 
■一週間のゴミ処理体験
を通して分かったこと
を発表するとともに，
学習問題を設定する． ○実際にゴミ出しをしてみて，分かったことを発表し
よう．
◎どうして，曜日によって出すゴミが違うのだろうか．
また，どうして，ゴミは分別して出さなければなら
ないのだろうか．3 
■ゴミを分別しなければ
ならない理由や曜日に
よって出すゴミを分け
なければならない理由
を，ゴミ収集作業員の
方にインタービューを
する．
4 
5 
■可燃ゴミ（清掃工場），
不燃ゴミ（不燃ゴミ処
理センター）の処理方
法について，見学を通
して調べる．
○それぞれのゴミは，どのような場所で，どのように
処理されるのだろうか．
○地図帳を開いて，新江東清掃工場（江東区），西台粗
大ゴミセンター（板橋区），中央防波堤外側埋立地（大
田区・江東区）に印を付けなさい．
○捨てたゴミがどのように処理されるのかを，見学資
料及び参考図書などを使って，フローチャートを描
きなさい．
◎どうして，ゴミは分別しなければならないのだろう
か．
第
二
次 
他
地
域
の
ゴ
ミ
処
理
6 
7 
■徳島県上勝町で，ゴミ
を51種類に分類して
いる理由について調べ
る．
■徳島県上勝町の事例を
もとに，地域のあるべ
きゴミ処理方法につい
て考える．
○他の地域でも，同じようにゴミを処理しているのだ
ろうか．
○地図帳を開いて，徳島県上勝町に印を付けなさい．
○徳島県上勝町では，どのようにゴミを処理している
のだろうか．
◎どうして，徳島県上勝町では，ゴミを51種類も分類
しているのだろうか．予想してみよう．
●私たちの地域のゴミ処理は，現状維持（4種類）が
よいのでしょうか．それとも徳島県上勝町のように
もっと沢山の種類に分類して収集したほうがよいの
でしょうか．自分の考えを発表しなさい．
徳島県上勝町，
東京都江東区
（国内／ローカル，リ
ージョナル）
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8 
9 
■福岡県福岡市（春日市，
太宰府市等を含む）で，
ゴミを夜間（午後10
時）に収集している理
由について調べる．
■福岡県福岡市の事例を
もとに，地域のあるべ
きゴミ処理方法につい
て考える．
○徳島県上勝町以外に私たちの地域とは異なるゴミ処
理をしている地域はあるのだろうか．
○地図帳を開いて，福岡県福岡市に印を付けなさい．
○福岡県福岡市では，どのようにゴミを処理している
のだろうか．
◎どうして，福岡県福岡市（春日市，太宰府市等を含
む）では，ゴミを夜間（午後10時）に収集している
のだろうか．ゴミを夜間に集めるメリットについて
考えてみよう．
○福岡県福岡市（春日市，太宰府市等を含む）で，ゴ
ミを夜間（午後10時）に収集している理由について
福岡県福岡市HPをもとに調べなさい． 
●私の地域のゴミ処理は，現状維持（日中収集）がよ
いのでしょうか．それとも福岡県福岡市のように夜
間に収集した方がよいのでしょうか．自分の考えを
発表しなさい．
福岡県福岡市（春日市，
太宰府市など），東京都
江東区
（国内／ローカル，リ
ージョナル）
第
三
次 
国
境
を
越
え
る
ゴ
ミ
問
題
と
そ
の
対
策
10 
■わが国の家電ゴミが中
国に運ばれている理由
について考える．
○環境省が発行しているチラシを読んで気づいたこと
や思ったことを発表しなさい．
◎どうして，環境省はこのようなチラシ（「無許可」の
回収業者を利用するな！）を国民に配布して注意を
呼びかけているのだろうか．予想してみよう．
○無許可で回収業者が集めた家電ゴミは，どのように
処分されるのだろうか．
◎どうして，日本で不要となった家電は，中国（広東
省・貴嶼）に運ばれるのだろうか．予想してみよう． 
○広東省・貴嶼の場所に地図帳に印を付け，その場所
がどのような場所なのか，調べなさい．
中国（広東省・貴嶼）
（国外／ローカル，ナ
ショナル）
11 
■韓国や中国から来る漂
着ゴミを事例に，海洋
投棄の問題点を考え
る．
■韓国や中国から来る漂
着ゴミを事例に，国境
を越えるゴミ処理のあ
るべき方法について考
える．
○写真（石川県赤住の海岸に漂着した大量のゴミ）を
見て，気づいたことや思ったことを発表しなさい．
○どのようなゴミが漂着しているか，またそれはどこ
から来たものなのか，地図帳や資料（「日本の海岸に
漂着したペットボトルの製造国別割合」）をもとに予
想しなさい．
◎どうして，日本海側に地域（山口県下関地域や長崎
県対馬市地域など）には韓国や中国のペットボトル
（ゴミ）がたくさん漂着しているのだろうか．予想
しなさい．
○資料（「海をゴミすて場にする」）をもとに，その理
由を整理しなさい．
○海洋投棄の問題は，海を汚すということだけなのだ
ろうか．資料（「コアホウドリの死骸」「生態系に与
える影響」）をもとに，考えられる負の影響を考えな
さい．
●これらの漂着ゴミは，漂着した日本が処理すべきな
のでしょうか．それとも持ち主であった韓国や中国
が処分すべきなのでしょうか．自分の考えを発表し
なさい．
石川県赤住・中国・韓
国
（国内・国外／ローカ
ル，ナショナル）
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5．結論
　本研究の目的は，社会認識形成と世界像形成の統合をめざす小学校社会科の授業モデルを開発
することであった．
　本研究の成果は，第一に，社会認識形成と世界像形成を統合するための授業設計の視点に関し
て，定評のあるイングランド初等地理教育のテキスト分析から抽出・整理したことである．そし
て第二に，措定した授業設計の視点に基づき，具体的な授業モデル（主に単元構成）を第４学年「ゴ
ミ学習」を事例に開発したことである．開発した授業モデルは，外国研究の成果を踏まえたもの
であり，当然のことながら現行教科書及び先行研究には見られない構成となっている．その意味
で，小学校社会科授業研究に新たな研究の方向性を示唆するものである．
　今後は，開発した授業モデルの有効性を検証していくとともに，本研究で措定した授業設計の
視点に基づき，他単元の授業モデルを引き続き開発していくことが課題である．
12 
13 
■東日本大震災で発生し
た日本の漂着ゴミがア
メリカに与える影響に
ついて考える．
■東日本大震災で発生し
た日本の漂着ゴミを事
例に，国境を越えるゴ
ミ処理のあるべき方法
について考える．
○写真（アラスカの海岸に漂着した大量のゴミ）を見
て，気づいたことや思ったことを発表しなさい．
○どのようなゴミが漂着しているか，またそれはどこ
から来たものなのか予想しなさい．
◎どうして，2011年3月11日の東日本大震災によっ
て流出したがれき（ゴミ）の多くは，アメリカ（オ
レゴン州・ワシントン州・アラスカ州等）に漂着し
たのだろうか．
○資料（北半球の海洋［NOAA Marine Debris 
Program HP より］）をもとに，その理由を整理しな
さい．
◎これらの漂着ゴミが与える影響（経済・環境・生態
系）にはどのようなものがあるのだろうか．資料（ク
ローズアップ現代「”震災漂流物”154トンの衝撃」）
をもとに考えなさい．
●これらの漂着ゴミ（例えば，青森県から流れ着いた
巨大な浮き桟橋）は，漂着したアメリカが処理すべ
きなのでしょうか．それとも持ち主であった日本が
処分すべきなのでしょうか．自分の考えを発表しな
さい．
●今後，アメリカに漂着したゴミ問題を解決していく
ためには，日本の政府，地方自治体，企業，NPO 団
体，私たちができること・またすべきこととはどの
ようなことなのだろうか．
アメリカ（オレゴン
州・ワシントン州・ア
ラスカ州等）・日本（青
森県）
（国内・国外／ローカ
ル・リージョナル・ナ
ショナル・グローバル） 
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